
脱炭素全般に関する基礎情報

（出所） 経済産業省「GX2040ビジョンの概要（１枚）」（2025年２月）

地球温暖化対策計画

（出所） 環境省「地球温暖化対策計画」（2025年２月）

GX2040ビジョン

GX（グリーントランスフォーメーション）

（出所） 経済産業省「GX（グリーントランスフォーメーション）」
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※ 2035年、2040年の日本のNDCは2025年2月に提出済み

参考資料

2050年ネット・ゼロをめざす。①エネルギー転換、②産業・業務・運輸、
③地域・くらし、④横断的取組の枠組みで対策・施策を整理

GXについて「排出削減」「経済成長」「安定供給」の３つの枠組みを重視

産業構造、産業立地、トランジション、カーボンプライシング等の枠組みか
ら整理
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三重県地球温暖化対策総合計画

三重県新エネルギービジョン

「ゼロエミッションみえ」プロジェクト推進方針（現行方針）

基本理念：
エネルギー・イノベーションと協創によるみえの地域エネルギー力の向上

長期目標：
令和12（2030）年度までに、
一般家庭で消費されるエネ
ルギーの 104.6万世帯に相
当する「新エネルギー」を
県内に導入

（出所） 三重県「三重県地球温暖化対策総合計画（リーフレット）」（2023年3月）

（出所） 三重県「三重県新エネルギービジョン【概要版】」（2023年3月）

（出所） 三重県「「ゼロエミッションみえ」プロジェクト推進方針（概要）」（2023年3月）



GX産業に関する基礎情報

GX産業投資の拡大

（出所） 経済産業省「GX（グリーントランスフォーメーション）」

GX2040ビジョンの概要

（出所） 経済産業省「GX2040ビジョンの概要（詳細版）」（2025年２月）
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GX実現に向け、150兆円超のGX投資の実現をめざす

国内外の学術機関等の連携、中堅・中小企業のGX、金融手法等を重視



GX産業に関する基礎情報

GX経済移行債による主な投資促進策 日本成長戦略における17の戦略分野
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分野 No. テーマ

① フィジカルAI（特にAIロボット）

② フィジカル・インテリジェント・システムの中核を担う半導体

③ バーティカルAI（領域特化型AI）

① データプラットフォーム

② セキュリティの確保された政府・地方公共団体のAX/DX基盤

③ AI時代に対応した先進的サイバーセキュリティ製品・サービス

④ クラウド・データセンター、蓄電池

⑤ クラウドネイティブに最適化された医療DX基盤

⑥ 自動運転技術

① オール光ネットワーク（APN：All-Photonics Network）

② 海底ケーブル

③ 次世代ワイヤレス（非地上系ネットワーク、5G/Beyond 5G（6G）等）

① 量子コンピューティング

② 量子通信・ネットワーク

③ 量子センシング

① 小型無人航空機

② 艦艇

③ デュアルユース技術

① 民間航空機（次期単通路機・次世代航空機）

② 無人航空機

③ 空飛ぶクルマ

④ ロケット・射場

⑤ 人工衛星・サービス

⑥ 月面探査・低軌道技術

① 海洋無人機（海洋ドローン）

② 海洋状況把握（MDA）

③ 革新的海底開発技術・システム

① 次世代船舶

② 船舶修繕

③ LNG運搬船

① 永久磁石

② グリーン鉄

③ 革新的金属部素材

④ 低炭素金属部素材（鉄鋼以外）

⑤ 一次原料・二次原料からの製錬・分離精製、解体選別技術

⑥ AI等を活用した複合新素材

① バイオものづくり

② バイオ医薬品・再生医療等製品等

① ファーストインクラス製品・ベストインクラス製品

② 感染症対応製品

③ バイオ医薬品・再生医療等製品等

④ 革新的デバイス（AI、ロボティクス等）を活用した先端医療

⑤ ライフログデータ等を活用したヘルスケア関連サービス

AI・半導体分野

造船分野

マテリアル（重要鉱物・部素材）分野

合成生物学・バイオ分野

創薬・先端医療分野

デジタル・サイバーセキュリティ分野

情報通信分野

量子分野

防衛産業分野

航空・宇宙分野

海洋分野

分野 No. テーマ

①
次世代型太陽電池（ペロ

ブスカイト太陽電池等）

② 水素等

③ グリーン鉄

④ 次世代型地熱

⑤ 洋上風力

⑥ 次世代革新炉

⑦ GXケミカル

フュージョンエネルギー分野 ① フュージョンエネルギー

防災・国土強靱化分野 ① 防災技術

① 港湾荷役機械

②
サイバーポート（港湾物

流DX）

③ 次世代型倉庫

① 植物工場

② 陸上養殖

③ 食品機械

④ 新規食品

① ゲーム

② アニメ

③ マンガ

④ 音楽

⑤ 実写

フードテック分野

コンテンツ分野

資源・エネルギー安全保障・GX分野

港湾ロジスティクス分野

（出所） 内閣官房「戦略17分野における「主要な製品・技術等」の官民投資ロードマップ参考資料」（2026年７月）

鉄鋼：電炉

BEV・FCV等

蓄電池

SAF

アンモニア船等

水素・アンモニア

次世代型太陽光

浮体式洋上風力

水電解装置

設備・建築の省エネ

一部のCE

2040年頃に商用化が
期待される分野（例）
※事務局追記

（出所） 経済産業省「分野別投資戦略（ver.3）」（2025年12月）

GX産業の投資分野（例）は以下の通り 日本の成長産業として以下の17分野を掲げており、これらの分野×GXの視点も必要



GX産業に関する基礎情報

中部地域における戦略産業クラスター計画の素案

（出所） 内閣官房「中部地域における戦略産業クラスター計画の素案」（2026年５月）

5

中部地域では戦略産業クラスターとして26年5月時点で、「航空・宇宙・防衛」、「半導体」、「水素・アンモニア」の３つを提示



GX産業に関する基礎情報

三重県の産業構造（県民経済計算など）

（出所） 三重県政策企画部統計課「令和５年度三重県民経済計算結果（概要版）」（2026年３月）
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三重県は２次産業・３次産業の比率が高い 三重県は２次産業の比率が全国よりも高い

製造業の中でも化学、石油・石炭、電子部品・デバイス、輸送用機械の比率が
全国よりも高い

（出所） 三重県「三重県勢要覧（令和７年度版）」（2025年11月）

（出所） 三重県政策企画部統計課「令和５年度三重県民経済計算結果（概要版）」（2026年３月）

中小企業の比率が高い



GX産業に関する基礎情報

三重県における主な事業所（例） 三重県における工業団地（例）
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（出所） 三重県雇用経済部企業誘致推進課「三重県企業立地ガイド」

分野 主な事業所

電子部品、半導体 キオクシア
ユナイテッド・セミコンダクター・ジャパン
TOPPAN
パナソニック など

自動車 本田技研工業
トヨタ車体
デンソー
住友電装 など

発電 JERA
中部電力 など

石油化学 昭和四日市石油
コスモ石油 など

窯業・土石製品 太平洋セメント
セントラル硝子プロダクツ
日本板硝子
ケイミュー など

食料品製造 味の素
敷島スターチ
太陽化学
プリマハム など

三重県における主要産業の主な企業は以下の通り 三重県における工業団地は以下の通り



GX産業に関する基礎情報
GX産業 ～三重県（四日市コンビナート）の概要
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（出所） 四日市臨海部産業活性化促進協議会「YOKKAICHI COMPLEX」（2022年９月）

三重県の重要なGX拠点である四日市コンビナートの概要や立地企業は以下の通り



脱炭素電源に関する基礎情報

第７次エネルギー基本計画における電源見通し

9

（出所） 経済産業省資源エネルギー庁「第７次エネルギー基本計画」（2025年２月）

今後の系統に関する計画

（出所） 電力広域的運営推進機関（OCCTO）「広域系統長期方針（広域連系系統のマスタープラン（概要）」（2023年３月）

エネルギー需要は減少する一方で、電力需要は微増が予測

2040年に向けて再エネでは太陽光、風力を大きく伸ばす計画

系統増強により地域間の電力融通がしやすい環境に着手

データセンター、半導体産業による電力需要の見通し

2030年代前半までに電力需要が増加する想定

（出所） 電力広域的運営推進機関（OCCTO）「全国及び供給区域ごとの需要想定（2026年度）」（2026年１月）



10脱炭素電源に関する基礎情報

三重県の再エネのポテンシャル

（出所） 「再生可能エネルギー情報提供システム（REPOS）」(環境省）より三重県が作成

三重県新エネルギービジョンにおける再生可能エネルギー導入目標

（出所） 三重県「政策企画雇用経済観光常任委員会所管事項説明資料」（2026年５月）

（出所） 総務省統計局「統計でみる都道府県のすがた2024」

【太陽光発電】2024年における年間日照時間

14位

令和4年度
実績

令和7年度
実績

令和8年度
目標

（中期目標）

令和12年度
目標

（長期目標）

新
エ
ネ
ル
ギ
ー

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

太陽光発電 250.4万kW 300.0万kW 267.8万kW 285.3万kW

太陽熱利用 0.2万kL 0.2万kL 0.5万kL 0.7万kL

風力発電
（陸上）

20.3万kW 18.8万kW 26.4万kW 32.6万kW

バイオマス発電 15.5万kW 15.7万kW 16.1万kW 16.7万kW

バイオマス熱利用 5.1万kL 5.3万kL 7.6万kL 10.2万kL

中小水力発電
（１MW以下） 0.64万kW 0.65万kW 0.82万kW 1.00万kW

革
新
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
高
度
利
用

コジェネレーション 48.2万kW 54.3万kW 52.4万kW 56.7万kW

燃料電池 0.5万kW 0.6万kW 2.4万kW 3.9万kW

次世代自動車 22.1万台 27.4万台 31.7万台 40.6万台

ヒートポンプ 16.9万台 21.1万台 20.8万台 24.6万台

従来型一次エネルギーの
削減量合計（世帯数換算）

83.1万世帯 94.6万世帯 94.0万世帯 104.6万世帯

三重県は太陽光発電、洋上風力のポテンシャルを有している

【三重県の洋上風力のポテンシャル】

中部エリアにおける大規模発電所

（出所） 各社ホームページ

中部エリアには火力発電所が多く存在



炭素価値市場に関する基礎情報

GX-ETS制度

カーボンプライシングの分類

（出所） 資源エネルギー庁「脱炭素に向けて各国が取り組む「カーボンプライシング」とは？」（2023年５月）

サステナビリティに向けた視点

（出所）（上）内閣官房「GXをめぐる情勢と今後の取組について」（2025年8月）
（下）環境省「GXを支える地域・くらしの脱炭素」（2022年12月）

サプライチェーン全体での脱炭素化
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（出所） 経済産業省「排出量取引制度の詳細設計に向けた検討方針」（2025年７月） （出所） 環境省「令和７年版環境・循環型社会・生物多様性白書」（2025年６月）

政府はGX-ETSを段階的に発展させる計画

今後はScope1・2に加え、上流・下流のScope3への対応も求められる

脱炭素のみならず、サーキュラー・ネイチャーポジティブへの対応が重視され
つつある

カーボンプライシングの種類としては以下がある



炭素価値市場に関する基礎情報／ネイチャーポジティブに関する情報

ネイチャーポジティブの位置づけ、国の戦略
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（出所）環境省ネイチャーポジティブ経済移行戦略ロードマップ（2025-2030年） （2025年７月）

ネイチャーポジティブ経済の理想的な状態

（出所） 環境省「ネイチャーポジティブ経済移行戦略ロードマップ(2025-2030年)」（2025年７月）

ネイチャーポジティブ経済への移行に向けた方向性

（出所）環境省 ネイチャーポジティブ経済移行戦略参考資料集（2024年3月）

国際的にネイチャーポジティブへの対応の要請が高まりつつある

TNFD等、企業にもネイチャーポジティブの対応が求められる

金融機関・投資家においてもネイチャーポジティブを重視

大企業等のNP経営移行から始まり、中堅・中小企業への波及も計画



炭素価値市場に関する基礎情報／クレジットに関する情報

クレジットの種類
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Jブルークレジット／ブルーカーボンに関するクレジット

日本においては①J-クレジット、②Jブルークレジットの２種類が存在

Jクレジット／森林・農業に関するクレジット

（出所） Ｊ－クレジット制度事務局HP「J-クレジット制度について」

森林・農業に関するクレジットとしては現段階で以下の方法論の種類がある。

ブルーカーボンに関するクレジットとしては以下のプロジェクトの種類がある。

（出所） ジャパンブルーエコノミー技術研究組合「Jブルークレジット®認証申請の手引き」



三重県の農林水産業業

炭素価値市場に関する基礎情報／三重県の自然資源に関する情報

（出所） 三重県農林水産部農林水産総務課企画調整班「統計からみた三重の農林水産業」（2022年４月）、農林水産省 令和５年版三重県の農林水産業概要（2023）、google map
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自然資本に関連する県内の資源（例）は以下の通り

森林

農

海
県内の大半が森林

海岸線が長い
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